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要旨 
筆者は、フランスの詩人ジャン・コクトーが世界一周旅行の途上で立ち寄った日本にお
いてどのような足跡を残したのかという問題について、これまでに幾度か検証を行なって
きた。すでに発表された論考の補足・第二部にあたる本稿では、堀口大學、藤田嗣治、三
島由紀夫という三人の芸術家を通して、コクトーと近代日本の文学、芸術、および社会と
の関わりについての考察が行なわれている。 
 
 
 
 昭和十一（一九三六）年五月、二十世紀のフランスを代表する詩人の一人、ジャン・コ
クトー（1889－1963）は夕刊紙「パリ・ソワール」の企画した世界一周旅行の途上で日本
を訪問した。コクトーに関する最も詳しい評伝のひとつとされる『ジャン・コクトー 人
と鏡』の中で、この訪問は次のように要約されている。 
 
 すでに名を知られ、翻訳も出ていた東京で、コクトーは歌舞伎座の長時間の公演を見
物し、ラジオのインタビューを受け、写真を撮影された。著名な役者・尾上菊五郎が伝
統的な若い娘の役を演ずるのを見、自分の作品の翻訳者〔引用者註・堀口大學〕と画家
フジタ〔藤田嗣治〕に会った。1) 
 
 評伝の中でコクトーの日本訪問はこうしてわずか数行で記述されているにすぎない。し
かしながらそうした日本での日々は、訪れた側と迎えた側の双方にとって多くの意味を持
つものとなったのである。 
 本稿は、後に旅行記としてまとめられる以前にコクトーが「パリ・ソワール」紙に連載
した記事や、日本側の資料などをたどりながら、コクトーが日本に残した足跡をもう一度
200 共愛学園前橋国際大学論集 No.18 
振り返ってみることを目的としてまとめられたものである。 
 
 
 一  ジャン・コクトーと堀口大學 
 
 コクトーが世界一周旅行を決意したのは、創作の面でも実生活の面でもけっして順調と
は言えない時期であった。書き上げた戯曲『円卓の騎士 Les Chevaliers de la Table Ronde』
には上演の目処が立たず、経済的にも行き詰まり、阿片のもたらす幻覚に浸っては「地図
に記されていない国々を巡る」2)日々が続いていたのである。 
 当時、この詩人と共同で生活していた年若い友人、マルセル・キル（1912－40）が「八
十日間世界一周」の旅を提案したのは、おそらくそうしたコクトーの憂鬱を晴らすためで
あったのだろう。前年にあたる一九三五年に発表した回想記（「ル・フィガロ」紙連載の『記
念写真 Portraits－souvenir』）の中でも少年の頃に観た『八十日間世界一周』の芝居に対す
る愛着を語っていたコクトーは、生活を変えてみたいという欲求を感じていたせいもあっ
て、このキルの提案をすぐに実行に移すことにした。 
 一九三十年代の半ば、パリの各新聞は有名作家の連載記事で紙面を飾ることを競い合っ
ていた。コクトーは一九三五年にもう一つの連載記事『少年時代を再び Retrouvons notre 
enfance』を「パリ・ソワール」紙に提供していたが、その成功に満足していた社主のジャ
ン・プルヴォー（1885－1978）はコクトーの示した世界一周の企画に即座に承認を与える
ことになった。 
そして、そんなコクトーが一九三六年の三月末、キル青年とともにパリを発した後、俳
優のチャーリー・チャップリン（1889－1977）との出会いなど、様々な出来事を経験しな
がら日本の地にたどり着いたのは、出発からひと月半が経った後のことであった。 
 
１－１ 最適の案内者・堀口大學 
 
 昭和十一年五月十六日、チャップリンと同じ船で神戸に入港したコクトーは天ぷらを食
べたり、芸者の踊りを見たりといった様子で、いかにも観光旅行者的な二日間を関西で過
ごしている。しかし、そんなコクトーの日本に対する見方が劇的に変わったのは十八日の
朝、夜行列車で横浜に到着してからのことであった。 
その変化をコクトーにもたらしたのは、横浜駅に詩人を出迎えた翻訳者の堀口大學（1892
－1981）であった。自らも詩人である堀口はコクトー作品の熱心な紹介者としても知られ
ていたが、堀口はまたベルギー女性を義母に持ち、外交官の父とともに世界各地で暮らし
た年月も長かったため、日本人でありながら日本という国を外から眺めた経験を持ってい
た。また彼による精力的な紹介と翻訳がなければ、日本でのコクトーの知名度や人気がま
ったく違ったものになっていたと言ってもよいほどに、この堀口は日本におけるコクトー
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受容に関して決定的な役割を果たしたのだった。 
そんな堀口であってみれば、東京でのコクトーの案内役としてはまさにうってつけの人
物だったと言えるだろう。堀口の案内を受けながらコクトーは以後、数日にわたって東京
の各地をめぐり、様々な言葉を残すことになる。 
 
 日本はいまだに戒厳令下 3)にあり、軍部の若い指導者たちはファシズムの独裁者を擁
立しようとしている。（中略） 
 やって来る以前に抱いていたものとは全く異なる印象を私は日本から持ち帰った。（中
略）あの浮世絵の花々は地中に曲がりくねった暗い根を沈めているのだ。六十年ごとに
地震と台風とによって自分たちの習慣を破壊されることを余儀なくされたこの国の人々
は、灰燼からやり直すことを受け入れてきた。死が、彼らのすべての行為につながって
いる。彼らは忍耐を以てこの苛酷な運命に従い、高価な木材と藁
わら
と紙とで造られた家を
あらかじめ犠牲として捧げているのだ。4) 
 
この引用は現在から八十年以上も前に書かれたものだが、「六十年ごとに地震と台風とに
よって自分たちの習慣を破壊されることを余儀なくされたこの国の人々」以下の文章など
は、大きな震災を経験した私たち日本人にとっては、いまだに切実な実感を持って読むこ
とのできる一節なのではないだろうか。 
 
１－２ 日本への挨拶 
 
堀口の案内でコクトーは明治神宮や相撲の国技館、軍事博物館など、様々な場所を訪れ
ているが、詩人にとってその中で最も深く印象に残ったのは歌舞伎座であった。コクトー
が見物した演目は『春興鏡獅子』、そしてその中で獅子に変ずる腰元の役を演じたのは名優
と謳われた六代目尾上菊五郎（1885－1949）である。 
 
六代目菊五郎は一人の司祭だ。かれの舞踊は勤行
ごんぎょう
なのだ。かれの肉体も、一つ一つの
振りも、きまりの型も、すべてが不可測の天界から降りて来るかのやうだ。動きと動き
の間にはさまる静止は、明治神宮の沈黙を思ひ出させた。5)  
 
これはコクトーが日本の新聞記者に向けて語った言葉であるが、『鏡獅子』とその演者に
対する詩人の賛辞が単なる外交辞令でなかったことは、彼が「パリ・ソワール」紙に発表
した旅行記の中の「長くはあっても冗長ではないこの舞踊だけでも、私たちの旅の価値は
あった。これを見るだけのためにでも私はこの旅を試みたであろう」6)という一節からも読
み取ることができるだろう。 
そしてコクトーが『鏡獅子』から受けたこの感銘は、観劇から二日後の夜に出演したラ
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ジオの生放送でも繰り返し語られることになった。放送前日になって急遽決定されたその
番組はわずか十分間のものだったが、「日本への挨拶」と題されたコクトーのスピーチは興
味深い内容を含むものであるため、その重要な部分をここで紹介しておきたい。（なお、本
稿で引くコクトーのラジオ・スピーチの文章は、コクトー自身によるフランス語の「挨拶」
を直接翻訳したものではなく、放送内でも翻訳を務めた堀口大學による日本語の訳文を、
後に掲載された雑誌『セルパン』から引用したものとなっている。） 
 
日本への挨拶             ジヤン・コクトオ（堀口大學訳） 
 
皆さま方 
 残念なことに、私は、あまりにも 遽
〔あわただ〕
しく日本を通り過ぎなければなりません（中略）。  
 フランスにゐて、私が日本に就いて考へてゐたことは誤解でした。私は日本といふ国
を、僅かに浮世絵や屏風によつて空想してゐたのでした。私は日本と云ふと、ただもう、
花の咲いた美しい枝に止つた小鳥達や、竹林からをどり出して来る虎や、牡丹に戯れる
獅子の姿を想像するのでした。7) 
 
 この部分では来日する以前に詩人が抱いていた日本に対する印象が語られている。しか
し、そうした見方が「外面的」なものでしかなかったことは、次の一節でコクトー自身が
認めるとおりである。 
 
 今度見て、私は自分の想像してゐた日本が如何に外面的であつたかといふことに気づ
きました。明日、私は、日本の厳粛な、そしてまた宗教的な姿を心の土産にしてお国を
去らうとして居ります。 
 上
[かみ]
御一人の為めに、尊い一命を快く犠牲にし得るあの生命の抛棄――自殺――あれが日
本の国運と日本人の微笑の根本になつてゐると私には思はれます。8) 
 
 ここでは、後にコクトーが自身の旅行記の中で展開することになる「日本観」の原点と
呼ぶべきものが語られている。つまり、コクトーにとっての日本とは「厳粛」で「宗教的」
な国であり、天皇のための「生命の放棄」すなわち「自殺」こそが、この国の基盤になっ
ているというのである。そして、そうしたコクトーの視線はまた「歌舞伎」の上にも注が
れることになる。 
 
一昨夜、私は歌舞伎座で「鏡獅子」を見物いたしました。（中略）あなた方の名優菊五
郎、あれは俳優ではなく、むしろ舞台の上の神主であります。（中略）出囃しの音楽と、
彼の典麗な所作とが一緒になつて、一種神神しい神の前の礼拝の気持をつくり出します。
（中略）菊五郎が見せてくれるものは、実に舞台の上の宗教だと、私は申し上げたいの
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であります。（中略） 
 菊五郎が見せてくれる、お腰元の扇の踊り、長いけれど少しも退屈の感じられないあ
の踊り、あれを私は一生忘れることができないだらうと思ひます。あの踊りは、国技館
で昨日見物した相撲と共に、私にとつては真の日本の力、美しさと剛気さとを打つて一
丸となした力を見せてくれるやうな気がします。 
 踊る菊五郎が、一瞬間立ち止る時の、また仕切り最中の両力士が互いに相手の胸中を
鼻突き合せて研究しあふ時の、あの二種類の厳粛な気持ちが、私に思ひ出させるのでし
た、明治神宮の境内のあの超人間的な静けさと、そこへ参拝に来る人々の敬虔な姿とを。
9) 
 
 「挨拶」の中心となるこの部分で詩人が述べているのは、菊五郎は舞台の上の「神主」（フ
ランス語では prêtre＝司祭）であり、その菊五郎の演ずる『鏡獅子』は「舞台の上の宗教」
にほかならないという見解である。そして「神主」たるべき彼の踊りこそが「真の日本の
力」を伝えるものであり、その一瞬の静止が喚起する「静寂」は、相撲の仕切りと同様に、
明治神宮の「超人間的な静けさ」に通ずるものであるとコクトーは続けている。 
 ラジオで発せられたこうした言葉の多くは、おそらくは案内役の堀口を通して得た知識
に基づくものであっただろう。そしてそれらの言葉は、後に発表される旅行記の中でもそ
のままの形で、あるいは表現を変えて繰り返されることになるものであると同時に、それ
らのページには見出されない記述をも含むものであった。例えば、菊五郎の踊りは音楽と
あいまって「神の前の礼拝の気持」をつくり出すものである。さらには、神宮の静寂に通
じる舞踏の一瞬の「静けさ」のゆえに、『鏡獅子』は「舞台の上の宗教」と呼ぶべきものな
のだというコクトーの主張は、旅行記における練り上げられた表現よりも、むしろわかり
やすく詩人の真意を説明してくれるものとなっている。 
 そしてコクトーはこの後に次のような自作の詩を朗読して、この夜の放送を締めくくる
ことになるのだった。 
 
 僕はたまにしか旅行はしない。見たのもロンドン、ヴェニス 
    ブリュッセル、ローマにアルジェくらいなもの。 
    やれ寺だ、博物館だと騒ぐ間
ま
に 
 旅行嫌いになって来る。 
 
 （中略） 
 
 好きなこれらの市々
まちまち
で、僕は幸せでなかった。 
    僕の心臓は、そこにいて、裸で痛んだ。 
    パリにいてもおなじこと。 
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 どこにおっても気持ちがわるい、そなたの腕のなか以外。（堀口大學訳『平調曲』より）
10) 
１－３ ペン倶楽部における「挨拶」 
 
 ラジオの放送で「日本への挨拶」を行なったコクトーは、日本滞在中にもう一つの重要
な「挨拶」を残している。それは堀口も役員を務めていた日本ペン倶楽部の例会において、
コクトーが行なったテーブル・スピーチである。半年前に設立されたばかりの日本ペン倶
楽部にとってコクトーは初めて迎える大物の賓客であり、その夜の会合がさながらコクト
ー歓迎の宴のようになったのは無理からぬところであった。その席に主賓として招かれた
コクトーは、こうした公式の席でスピーチを行なうのは生まれて初めてであると断った上
で、次のように言葉をつないでいる。 
 
ペン・クラブに於ける挨拶      ジヤン・コクトオ（小松淸訳） 
 
淑女並びに紳士諸君、 
 今夕、かやうな席上に招かれて、お話を申し上げることは非常に憶病に感じてゐます。
（中略） 
 人々はいままで花とか、鳥とかいふ風のイメジによつて、日本を伝へてゐました。し
かし、私の見た日本は、非常に真摯
セ リ ユ
で、荘重
グラーブ
で、力強い日本でありました。これは街路
を歩いても、劇場に行つても、また相撲を見ても、いつの場合にも日本特有の大きな力
として、感じられるところです。 
 私は先日、明治神宮に参拝しましたが、そこに象徴されてゐる日本の愛国的な、国民
的な精神が、いかなる日常的な光景のなかにも、存在してゐるのを感じました。 
 日本は非常に宗教的な感情を多く持つた国であると思ひます。これは僧侶的
クレリカル
といふ意
味ではなく、儀式的
リチユエル
とでもいふべきものなのであります。11) 
 
この文章は、例会に出席していた文芸評論家の小松淸（1900－62）が当日、口頭で訳し
たメモを後日、雑誌『セルパン』の編集長・春山行夫（1902－94）がまとめ直したもので
ある。フランス語原文ではなく日本語の訳文からの推測になるとはいえ、このスピーチの
中にも前項で引いたラジオでの「挨拶」と重なる表現が多く見受けられる。例えば、日本
が「グラーヴ＝厳粛」で「宗教的」な国であるという見解はいずれのスピーチにおいても
繰り返し語られている。一方でコクトーはまた、ここでは新たに「宗教的」とは「クレリ
カルという意味ではなく、リチュエル」という意味なのだという説明を付け加えている。
フランス語の「クレリカル」には「聖職者の」という意味のほかに「教会の権威を重んじ
る」という意味もあることを考えれば、コクトーが日本を「宗教的」と呼んだのは「この
国の人々が宗教を絶対的
ク レ
に
リ
信仰
カ ル
している」からではなく、「日本という国が宗教の儀式
リ チ
に
ュ
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通じる
エ ル
ような、厳かな形式性と張りつめた空気に満ちている」からだという解釈を導き出
すことができるだろう。 
こうして「宗教的」という言葉に集約される自身の日本観を語ったのち、コクトーは次
のような逸話の紹介によってスピーチを締めくくることになった。 
 
 最後に一言申し上げます。私が日本に来て、最初に、最も強く心を搏たれたことは、
神戸の町で少女が道で遊んでゐて、石けり
、、、
をしてゐるのを見ました。その少女は舌を出
して、白墨を手にして地面に円形
セルクル
を描いてゐました。その円形が実に立派な、正確なも
のであつたことです。 
 幼
ちい
さな少女でさへも、これだけの正確な、幾何学的な線を描く国は、恐らく、日本を
措いて外にありません。北斎は、彼のサインの下に円を描いてゐますが、いまお話した
少女のささやかな例の中にも、日本の国民性のなかにある芸術性と、心の幾何学とを感
じたことを、つつましやかに申しあげる次第です。12) 
 
こうしてペン倶楽部でのスピーチを終えたコクトーは、迎えの車に乗り込んでＪＯＡＫ
（現ＮＨＫ東京放送局）のスタジオに向かうことになった。前項で紹介したラジオでの「挨
拶」はその晩の八時五十分から放送され、ペン倶楽部の会員たちは散会後の会場で詩人の
声に耳を傾けることになったのだった。 
 
 
二  ジャン・コクトーと藤田嗣治 
 
 ２－１ もう一人の案内者・藤田嗣治 
 
 コクトーがその生涯において最も深い関わりを持った日本人の画家が藤田嗣治（1886－
1968）であることを否定する者は、おそらくいないだろう。 
 まだ駆け出しの画家であった藤田がフランスに渡ったのは大正二（一九一三）年、二十
六歳（藤田はコクトーより三歳の年長）のことであった。以降、短い帰国を挟んで昭和六
（一九三一）年までの二十年近くを藤田はパリで過ごすことになるが、その間に藤田は多
くの友人や恋人を得、画家としても「猫と女のフジタ」の名を知らぬ者はないほどの成功
を収めるに至る。後に「エコール・ド・パリ」と呼ばれるようになるグループの仲間には
コクトーの友人でもあったモディリアニがいたし、藤田が肖像を描いた女流詩人のアン
ナ・ド・ノアイユやモデルのキキもまたコクトーにとっては親しい人たちであった。芸術
家の溜まり場であったナイトクラブ「ル・ジョッケー」（キキはこの店のスターであった）
やカフェ「ラ・ロトンド」はコクトーや藤田にとっては行きつけの店であり、ピカソをは
じめとする友人や知人にも共通する者が少なくはなかった。 
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一九二十年代を藤田とともに暮らしたユキ（本名リューシー・バドゥ 1903－66）はその
回想録の中で、コクトーの音楽劇から名づけられたミュージックバー「屋上の牡牛」に藤
田とともに通い、レーモン・ラディゲ（1903－23）を連れたコクトーと親しく言葉を交わ
した場面を振り返っている。13) 
そうしたパリでの関係を考えれば、来日したコクトーを当時日本に戻っていた藤田が温
かく迎え、東京での行動に同行することになったのは自然な成り行きであった。歌舞伎を
観劇した翌日に、相撲の国技館を藤田とともに訪れたときのことをコクトーは次のように
記している。 
 
 翌日、いくらか重苦しい午前の後、フジタと、私の翻訳者のニコ〔堀口大學の愛称〕
が我々をコクギカン（スポーツ会館）に日本式レスリングの試合を見に連れて行く。そ
れはすでに早朝から始まっていたものである。14) 
 
この国技館で見た相撲についてコクトーは、力士たちの肉体から取組の詳細に至るまで
を、旅行記のページの中で独特の表現によって描き出している。コクトーはまた日本の新
聞社が主催した座談会の席上でも、藤田に対して次のように答えている。 
 
 藤田：相撲はどうだつた 
 コクトー：面白いものだね、競技そのものとしても面白いし、競技場の大観衆の熱狂も
面白いし、あの競技場の建築の線ものびのびと、けちなところがなくて面白いね 
 高田［東京日日新聞整理部長］：力士のからだはどうですか 
 コクトー：逆説的ないひ方かもしれませんが、彼等の体線には「不均衡の美」といふも
のがありますね、美学的な鑑賞の対象にもなると思ひますよ、特殊の肉体美ですからね、（中
略）玉錦〔横綱〕の支度部屋で本社のキャメラにをさめていただいた彼との記念写真は、
今度の世界旅行で一番いいおみやげですよ。15) 
 
ここでコクトーが言及している玉錦との記念写真を私た
ちは今日でも見ることができるが、そこに写し出された彼
らの表情からは一行
いっこう
の打ち解けた雰囲気がはっきりと伝わ
ってくる。 
 ところで、東京滞在中のコクトーには堀口が同じホテル
に泊まって常に付き添い、通訳というよりもまるで家族の
ようにもてなしたという。一方の藤田はその日の予定に合
わせる形で一行に加わっていたようだが、藤田とコクトー、（左より）藤田、コクトー、堀口、玉錦 
キルの三人が彼らだけで行動した日がまったくないわけで     （下）キル 16) 
はなかった。 
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この夜は、フジタが私たちを案内する。私たちは薄暗い公園を抜け、きらびやかで強
烈な満艦飾の映画街の真ん中に出る。この大通りが立証している生産活動の活発さに圧
倒されて私は動けなくなる。（中略） 
しかしこの夢が悪夢に変わるのは、この街の
いにしえ
古 の五つの大門の場所に作られた、娼家
の密集する五つの地区のひとつに近づく、その時である。それぞれが濠に囲まれたそれ
らの地区の中で最も有名なものはヨシワラ（吉原）である。17) 
 
これは相撲観戦の翌日に彼らが、当時東京一の賑わいを誇っていた浅草の映画街に出か
けた際の記述である。映画街を離れた三人がその後に訪れた吉原の遊郭と玉の井の私娼窟
で過ごした一夜については、コクトーの旅行記の中に詳しく記されているとおりである。 
 なお、東京滞在中のコクトーに堀口が紹介したのが明治神宮や歌舞伎といった日本の表
側の顔であったのに対して、藤田が詩人を連れ出したのは遊郭や私娼窟など、いわば裏の
街路であった。そのことから考えても、藤田とコクトーとの間には、パリの夜をともに知
っているのだという「遊び仲間」のような感覚があったと推測することができる。 
 
 ２－２ 二つの絵画展 
 
 相撲見物や遊郭訪問のほかにも、藤田はコクトーとともに新聞社の座談会に出席したり、
絵画展に足を運んだりしている。その絵画展訪問についてコクトーは、旅行記の中で次の
ように書き記している。 
 
 私は伝統的なカケモノ〔掛物〕の展覧会と、若い画家たちの展覧会の特別招待日へと
出かける。 
 掛物の画家たちは先祖伝来の衣裳を着けている。若い画家たちはモンパルナス風の鳥
打帽にツイードである。たくさんの器用さ、力、優美さ、機敏さが双方〔の展覧会〕と
もに費やされている。一方はこの帝国の基盤であり、もう一方は先端である。18) 
 
ここでコクトーが「この帝国の基盤」と呼んだのは、伝統的な南画の展覧会「日本南画
院展」であり、もう一方の「先端」とは若い画学生たちが開いた「表現展」であった。日
本滞在中のコクトーの動静は連日のように大きく新聞で報じられていたため、詩人が滞在
する東京のホテルには百人に近い訪問者が押しかけたとも言われるが、この日コクトーが
訪れた二つの展覧会もまたそれらの客たちによって招待されたものであった。 
 
 南画院から帰途、銀座の紀伊国屋画廊で、「表現展｣を見た。その朝、六人の若い同人
がホテルへ訪ねて来て、暇があつたら、自分達の展覧会を見て批評してくれと申し入れ
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たのであつた。 
  会場へ入ると、彼はまづ、 
  ――僕は専門の批評家でないから、見てすぐいきなり批評はできない。まづ一とほり 
 拝見しませう。」と言ひながら、藤田画伯の説明で見て廻つた。（中略） 
 コクトオは各画家にどれが一番の近作かと訊ねて、その一点に注意力を集中して難解
なこれら表現派の作品の中に秘められた各画家の意図を探らうとつとめるらしかつた。
やがて一巡し終ると、今度はもう一度、各々の絵の前に立つて、実に丁寧な批評を初め
た。藤田画伯はじめ一同コクトオの親切な努力には舌を巻いて驚いた。大塚耕二君の作
品に一番感心してゐたが、その他の人の作品に対しても一々適切な批判を加へた。彼の
言葉をきいて、初めて僕なんかには画家の意図の在り所の知られる作品も一つや二つで
はなかつた。19) 
 
 このように記した堀口がコクトーや藤田らとともに訪れたこの「表現展」とは、前年に
あたる昭和十年に帝国美術学校（現武蔵野美術大学）の学生たちが結成した絵画グループ
「表現」の展覧会であり、そこに絵を出品していたのはまだ駆け出しに近い画学生たちで
あった。しかしたとえ無名の青年たちの展覧会であっても、こ
の会場を訪れたコクトーがどれだけ丁寧に彼らの作品に接した
のかは、上に引用した堀口の文章からも明らかである。 
ところで本稿筆者がこれまでに発表した論考においては、コ
クトーが表現展で称賛した大塚耕二（1914－45）の作品は『丘』
であったとしてきたが、大塚研究家の上坂美礼氏から、その作
品は『出発』（1936）ではなかったかとのご指摘をいただいた。
確かにその日、美術展に同行していたフランス文学者の佐藤朔
（1905－96）が後に語った言葉には、『出発』の方がよりあては
まっているように感じられる。                大塚耕二『出発』20) 
 
佐藤：そこでは日本の前衛の若い絵描きたちが展覧会をやっていたんです。たとえば
紙くずばかりが飛んでいるような絵がある。すると「この白い蝶の群はバランスがいい」
などと言う。今の抽象画ほどではないけれども、具象的な絵はなかった。それに対して
も見るなりぱっと適切な感想を述べるのです。21) 
 
ところでコクトーは若い前衛画家たちに対してだけではなく、南画の展覧会でも真摯に
作品に向き合い、好悪も含めて率直な感想を伝えている。例えば「朝靄
もや
」と題する白倉二
峰（1896－1974）の絵に対するコクトーの言葉については、藤田が画家らしい視点から次
のような証言を残している。 
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 ［コクトオは］日本画の生命ともする余白の白を生かす事を非常に賞賛した。余白の
白色の地をその儘描いた絵の一部として生かす事である、例へば白雪の地上の雪を手に
とりあげて雪の球を作つた様に同じ性質のものをその儘とり上げれば技巧を下した作品
と成し得る様なこの日本画の特色を西洋画の如く無駄な仕事の多いものよりも利口だと
言つた。コクトオが始めて詩を発表した時に多くの人は警察官が詩の中から多数の字句
を厳禁して抜き去つたものと誤解したくらい、彼れの詩には余白が多く、東洋気分を既
に解して居た訳である。ゴンクール Goncourt 時代、クロードモネーClaude Monet、ス
ーラSeurat等を始め多数の欧州の画家は東洋を学び東洋からヒントを受けてついに印象
派を作り上げた。（中略） 
 コクトオは（中略）衛村晴村の朝靄の林を「印象派の巨匠スーラーの手法を想はせ手
前左の草等はゴツホの筆法と類似し、皆日本がこれを教へたのだ」と言つた。(22) 
 
コクトーはこの展覧会に出品されていた多くの絵に関して藤田に感想を伝えているが、
その中には「作品を見て直ちに画家を連想させる様ではならぬ、こんな作品が何日の間に
神の技の様に生れ出るようでなければならぬ」「日本の技巧は自然を掴んで居ながら自然を
描かずに書く様だ」(23)といった印象的な言葉も含まれている。 
 
 ２－３ 『海龍』と『四十雀
しじゅうから
』 
 
 こうして藤田らとともに東京の各所をめぐったコクトーが日本を離れた後、ちょうど八
十日をかけて一周し終えた世界は、ほどなく戦争の影に覆われることとなった。コクトー
と藤田はそれぞれの国にあってそれぞれの形で戦争に関わっていくのだが、大戦が終わっ
た後に、より激しい非難にさらされたのは藤田の方であった。 
 ドイツ軍占領下のパリで暮らしたコクトーはヒトラーに重用されたドイツ人彫刻家の展
覧会に友人として賛辞を寄せたことなどから終戦後、非難を受けるが、結局その責任は問
われることなく終わる。 
 一方の藤田はと言えば、「戦争芸術」に直接、関わって
いくことになった。第二次世界大戦の勃発とともに、再
び暮らしていたパリから日本へと戻った藤田は軍部の依
頼を受けて何枚もの戦争画を制作することになったから
である。藤田の残した戦争画には必ずしも戦意を昂揚す
るとは言えない作品も少なくはないが、終戦後の藤田は
それらの制作によって厳しい非難を浴びることになる。
戦後の画壇から疎外された藤田がやがて日本を捨ててフ
ランスに渡ったのは、コクトーの来日から十四年が経っ  コクトーと藤田（1961年頃）24) 
た昭和二十五（一九五〇）年のことであった。 
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フランスに戻ってからの藤田はコクトーとの交流を再び深め、彼の帰化が認められた一
九五五年には共同で一冊の画文集を出版している。『海龍 Le Dragon des Mers』と題され
たその本はコクトーの世界一周旅行記から日本に関する部分を抜き出して藤田が挿絵をつ
けたものだが、その画文集に寄せられたコクトーの「序文」は、詩人から日本に宛てて贈
られた新たな「挨拶」とも読めるものであった。 
 
 一九三六年の世界一周旅行の帰途、私はチャーリー・チャップリンとともに船のデッ
キの手すりに肘をついていた。私たちは〔サンフランシスコの〕 金 門
ゴールデンゲート
橋に近づきつつ
あった。チャップリンは私の肩に手を置くと、耳元で、こうささやいた。「私たちは野蛮
人の許に帰っていくのだよ」 
 高貴なる情景に心満たされたまま、私たちは西洋世界に戻ってきたが、そこでは東洋
の礼儀正しさや、その限りなく繊細な機微はすでに死文化しているのだった。 
 ある冬の日、源氏の君は、心を寄せる風変わりな婦人のうちのひとりの家に赴く際に、
雪を払うために輿
こし
を停めさせた。柔らかで重く、また軽い雪の塊におおわれた樅の枝を、
君
きみ
は取り除
の
けることを望んだ。枝は再び立ち上がろうとして、君の黒絹の袖に雪をはじ
き、その雪は袖から地面へと滑って落ちた。そして（と作者は私たちに語る）、これほど
に美しい出来事を話す相手がいないからという理由で、源氏は「大いなる孤独を覚えた」
のである。25) 
 
ここでは日本の人々の感情の細やかさを強調するために、衣を滑り落ちる雪の美しさに
ついて語り合う相手がいないという源氏の「大いなる孤独」が、日本語の原典よりもいっ
そう純化された形で描かれている。この『源氏物語』の例だけでなく、コクトーは『海龍』
序文の中で、日本が守り抜いてきた伝統的な美質の数々を列挙した後で、次のような見解
を示すことになる。 
 
 台風
サイクロン
や津波や進歩や機械が、紙で作られた家々や、屋根の上をただよう魚〔鯉のぼり
を指す〕を破壊したように見えることはあるだろう。衣 装
コスチューム
や風習
クチューム
が、絶えることもあ
るかもしれない。しかしそれでもなお、最も敏感ではない旅行者でさえも、この島には、
精妙なか弱さ
、、、
と極限の穏やかさのうちにこそ、その強さと偉大さの淵源を持つような、
いくつかの力が宿っていることを認めないわけにはいかないだろう。26) 
 
この文章が収められた『海龍』は日本に関する旅行記の記述をあらためてまとめなおし
たものであり、しかもそこに絵を添えていたのは日本出身の画家、藤田嗣治であった。し
たがって、その序文が自ずと東洋や日本を称賛する内容になってしまうのは仕方のないと
ころかもしれない。しかし災害や機械文明によって昔日の姿が失なわれたり、時代ととも
にその風俗が変化することはあっても、日本の本質――外見上どれほど穏やかに見えたと
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しても内奥に強固な力を秘めたその本質だけは、けっして変わることはないだろう。コク
トーの日本に対するこうした認識は、来日時に詩人が残した多くの言葉とも互いに呼応し
合うものであり、やはり詩人の真実の心を映し
たものと考えてよいのではないだろうか。 
 藤田とコクトーとの交流は『海龍』の発表後
も晩年に至るまで続き、一九六三年には藤田の
リトグラフにコクトーが文章を添える形で『四
十雀 La Mésangère』と題する豪華本が出版さ      
れている。この本の内容は直接日本と関わるも
のではないため、ここで詳しく取り上げること
はしないが、それは画家と詩人との友情が最後
まで続いたことのひとつの証しとも言うべき作
品であった。27) 
 そして、この画文集が出されたのと同じ一九     コクトー葬儀の藤田 28) 
六三年の十月十一日、ジャン・コクトーはその七十四年の生涯を閉じることになった。同
月十六日に終焉の地ミイィ＝ラフォレで執り行なわれたコクトーの葬儀には藤田も参列し
ているが、藤田が受け取った葬儀の案内葉書や、コクトーからの手紙等は現在も東京芸術
大学の美術館に保管されているとのことである。 
 
 
三  ジャン・コクトーと三島由紀夫 
 
 ジャンルの境界を軽やかに跳び越えながら多様な作品を発表し続けたコクトーに傾倒し、
また影響を受けた日本の文学者や芸術家は少なくない。そしてそうした人たちの中にあっ
て、コクトーの作品だけでなく、彼の生き方そのものにも大きな影響を受けたと思われる
一人に作家の三島由紀夫（1925－70）があった。 
 端正な文体と厳密な構成によって、登場人物の内面を緻密に描き出そうとする三島の文
学的な資質は、コクトーよりもむしろ古典的な心理小説を志向したレーモン・ラディゲに
近いものであったかもしれない。実際に三島はラディゲの作品が自らの文学形成に与えた
影響について繰り返し語っているが、生涯にわたって三島が見つめ続けたのはラディゲよ
りも、むしろコクトーの方であった。 
 
 敬愛するＪ・コクトオ氏よ、敗戦後の日本の首都に再び貴下を見出すことは、あなた
の「見知らぬ友」、若い私たちにとつてどれほど大きな喜びでせう。あなたの「美女と野
獣」あなたの「悲恋」が私たちに一つの大きな覚せいをもたらしたことを、そもそもど
ういふ言葉でお伝えしたらよいでせう。私たちはこれらを通じてヨーロッパになほ生き
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ているギリシヤを、欧羅
ヨ ー ロ
巴
ッパ
の芸術家たちが必ずいただいてゐるあの憂わしい王冠「悲劇
精神」を見出しました。敗戦後の私たちの責務も、正にその失はれた壮麗の復活にある
のです。29) 
 
これは終戦から三年の後にコクトーの映画『悲恋 L'Éternel Retour』が日本で公開され
た際に発表された、三島が二十三歳の折りの文章である。そして彼のコクトーに対するこ
うした称賛は、一九六三年に詩人が世を去るまで続くことになるのだった。 
 
 コクトーの死をかうして遠隔の地にゐて聞くと、きはめて非現実的に思はれ、哀傷の
思ひもすぐにはわいてこない。コクトー流にいへば、空間のへだたりは時間のへだたり
と同じ作用をするから、この日本ではまだコクトーは死んでゐないともいへるのである。 
 （中略）それは十九世紀ふうの、重い暗い厚みのある苦痛の処理法からまつたく離れ
た、芸術の新薬だつた。人々は長くこの新薬の効能に目ざめなかった。そしてこのごろ
になつて、ようやく気づいたのである。コクトーはまぎれもない詩人であり、つまり新
しい生き方を教へてくれたのだ、と。 
 コクトーの小説では私は「山師トマ」をもつとも愛する。私小説的な意味では「大股
びらき」も重要だ。戯曲では、擬浪漫主義の「双頭の鷲」や、ブウルヴァール劇の体裁
の下に古代悲劇を隠した「怖るべき親たち」よりも、八方破れの「オルフェ」を愛する。
映画ではやはり初見の「美女と野獣」が忘れがたい。詩では、原語に親しまぬ私には何
ともいひやうがないが、わかりやすい「人さらひ」（詩集オペラ）などが好きだ。30) 
 
 コクトーの訃報に接して発表されたこの一文からは、時期やジャンルを問わず、つねに
三島がコクトーの作品に触れ続けていた事実を知ることができる。コクトーの死から三年
後に発表された別の文章の中でも、三島はなお「コクトオの『詩人の血』（中略）これはコ
クトオの傑作であり、あらゆるコクトオの映画の中で一番純粋な作品だと思つた。（中略）
コクトオは、前衛と古典とを完全に融合させた詩人である」31)と書いて、詩人の死後もそ
の評価が変わらなかったことを示している。（なお三島には『ラディゲの死』（1953）と題
する短編小説があるが、タイトルにこそ「ラディゲ」の名が冠されてはいるものの、その
主題は愛するラディゲを喪った直後のコクトーその人の哀しみにほかならなかった。） 
ところで、活字によってだけでなく、あらゆる媒体を通して自分自身を露出していく三
島の生き方は、そのままコクトーと重なり合うものであったとも言うことができる。例え
ば昭和二十六年から二十七年にかけて「朝日新聞」の特別通信員として世界一周の旅に出
た三島の姿には、「パリ・ソワール」紙のために世界を周ったその十五年前のコクトーの影
を重ね合わせることができるかもしれない。 
 なお三島とコクトー文学との出会いの時期について考えるなら、いくら早熟な文学少年
であった三島でも、学習院の先輩・東
あずま
文彦（1920－43）に宛てた書簡の中に初めてコクト
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ーの名が現われるのは詩人の来日から五年が経った昭和十六年、三島が十六歳になってか
らのことであった。 
 
 コクトオの「わが青春記」よみました。「きりん児」の面目が躍如としてゐます。恐る
べき子供たち、の解説だの、いろんな種明かしをしてゐて愉快です。文体はモダンな、
軽薄な、スピーディな絢爛
けんらん
な、晦渋
かいじゅう
な、例のごときものです。しかし一行抜かせばわか
らなくなる文章構成には感服します。32) 
 
 この書簡の内容からは、それ以前に三島がすでに『恐るべき子供たち Les Enfants 
terribles』などのコクトー作品を読んでいたことが推測されるが、「モダンな、軽薄な、ス
ピーディな絢爛な、晦渋な」という、たたみかけるような形容詞からは、まだ十代の半ば
であった三島の文学青年としての気負いのようなものを感じ
取ることができるだろう。 
そして、この手紙が書かれてから約二十年の後、三島は昭
和三十五年十二月十五日のパリで、岸惠子（1932－）の出演
する舞台『影絵 L’Épouse injustement soupçonnée』の稽古
場においてコクトーと直接対面することになった。そのとき
の感慨を三島は「茶いろの外套姿の長身のコクトオが現はれ
たときには、一種の感激を禁じえなかつた。これが永年憧れ
てきたコクトオその人だと思ふと、後光がさしてゐるやうに
みえた、といふのは大袈裟
お お げ さ
すぎるだらうか」33)と、熱のこも  岸、三島、コクトー 34) 
った筆致で書き残している。 
 ところで三島とコクトーとの関わりに話を戻すなら、二人の生涯にはいくつもの共通点
を見出すことができる。そのひとつは言うまでもなく、二人がともに詩や小説の分野にと
どまらず、映画や演劇（現代劇から古典劇まで）、さらにはジャーナリズムの世界にまで活
動の領域を貪欲に広げていった点にある。しかも彼らは作者や演出家としてだけではなく、
演者としても多くの作品に関わり、その結果、道化的な見方をされることさえも厭わなか
った点も互いに相似ている。 
 もうひとつの共通点としては、自身の同性愛的嗜好の告白と隠蔽とが、その作品の中で
周到に行なわれている点を挙げることができる。例えば三島の出世作『仮面の告白』（1949）
は半自伝的な性愛告白の書という意味で、コクトーが匿名で発表した『白書 Le Livre blanc』
に通じるものであり、実際に『仮面の告白』を執筆するにあたって三島が『白書』を読ん
でいたことは友人宛の手紙の中でも綴られている。35) 
 そして三番目には、彼らの生涯そのものが、人工的に演出されたもの（ひとつの「演劇
作品」と言ってもよいようなもの）であったという印象を与える点が挙げられる。 
 詩人とは「オルフェ（オルフェウス）」の化身であると考えていたコクトーは、映画の仕
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事を締めくくるにあたって『オルフェの遺言 Le Testament d'Orphée』という作品を制作
し、自ら演ずる詩人が死を迎える場面によって全編のラストとした。また詩の分野で言え
ば、彼は最後に『レクイエム（鎮魂歌）Le Requiem』という詩集を発表して、まさに計算
されつくしたかのような、詩人としての幕引きを行なったのだった。一方の三島が、『豊饒
の海』四部作（1965－71）の最終回を書き終えた後に自衛隊駐屯地に突入し、自死したこ
とは広く知られるところであるが、作家になってからの彼の生涯を俯瞰すると、それはま
さに「三島由紀夫」という一人の文学者を演じきったものであったと言えるかもしれない。 
三島はコクトーの『オルフェの遺言』を見て、「これはまあ、比類のない美しい映画とし
か云ひやうがない。フィルムを自伝の形式に使つたのは。コクトオを以て嚆矢
こ う し
とし、おそ
らく空前絶後であらう」36)と称賛する一方で、コクトーはこの映画においては「自己聖化、
自己神化の欲望に憑
つ
かれ」ており、「世界中の人の直接的な感覚に訴へるフィルムの影像を
以て、自己の神話と伝説を作り、その中へ騒々しく身を隠」37)そうとしているのだ、とも
指摘している。 
詩人としてのコクトーの生涯の締めくくり方をこのように評した三島自身はその数年の
後、自決という手段を選ぶことによって、コクトーが映画という虚構世界の中で行なった
「自己神化」を、現実の世界において実行するに至ったのではないか―――そうした見方
をすることは、あまりに強引に過ぎるだろうか。 
詩人の死の前年に発表された別の文章の中で、三島はコクトーを指して「軽金属の天使」
と呼んだ。この比喩について三島は「彼はいはばモダンなレオナルド・ダ・ヴィンチで、
ダ・ヴィンチは重々しい感じがするが、コクトーの各種の芸術はすべて軽金属で装はれて
ゐる。いつでも空を飛べるために、彼は身軽である必要があつた」38)のだと説明している。 
一方の三島はと言えば、その作品や、ことに晩年の生き方から「重厚」の印象を与えるこ
とが多いが、「軽やかな」コクトーと「重々しい」三島とが深い部分で詩的精神を共有して
いたことは、これまでに紹介した文章からも読み取れるとおりである。 
コクトーが日本を訪問した年にまだ十一歳であった三島は、それから十二年の後に、こ
の項の最初に引いた「ジャン・コクトオへの手紙」を発表した。そしてその文章は詩人の
日本再訪を熱望する、次のような一節によって締めくくられているのだった。 
 
 コクトオ氏よ、私たちの貧しい感謝のしるしをおうけとり下さい。私たちはあなたが
一日も早く、再び日本を訪れる日をお待ちしています。アンナ・ド・ノアイユにもまし
て、「地球の最も感じ易い一点」が太平洋をわたってくるその日を。39) 
 
 
四  重い考え 
 
 ジャン・コクトーが日本に滞在したのは昭和十一年五月十六日（土）から二十二日（金）
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までの一週間であった。後半の五日間には東京に滞在し、堀口大學や藤田嗣治の案内を受
けながら多くの出会いと経験を重ねたことについては、これまでに見てきたとおりである。 
 ところで、この東京滞在中にコクトーは日本のアニメーション映画を見る機会があった
とされているが、その作品が具体的に何であったのかは現在まで不明のままである。ただ
しコクトーと日本のアニメーションとの関わりについて考えるなら、手塚治虫が「マンガ
映画 メイドイン・ジャパン」と題する文章の中で次のように記していることを付記して
おきたい。 
 
ふるいプロでは（中略）大越［正確には大藤］さんが「幽霊船」「くじら」などカラー
カゲエを試みてジャンコクトーから賞賛されたことなど特筆すべきでしょう。40) 
 
大藤信郎（1900－61）の監督した「くじら」（1953）「幽霊船」（1956）はいずれも戦後
に作られたものであり、コクトーが来日した際に鑑賞した作品ではないが、「くじら」の方
は 53 年のカンヌ映画祭で上映された記録が残っているため 41)、その年の審査委員長であ
ったコクトー（や友人として映画祭に参加していたピカソ）が鑑賞した可能性は高いだろ
う。 
 
 時間を元に戻すなら、昭和十一年春の日本において多くの経験を重ねたコクトーは、五
月二十二日の夕に出帆する汽船プレジデント・クーリッジ号にチャップリンとともに乗り
込むことになった。行く先々で熱烈な歓迎を受け、滞京中の動静をこと細かに報じられ続
けたコクトーは、アメリカへと向かう船上でもやはり出航の間際まで取材の記者達に取り
囲まれて、次のような言葉を残している。 
 
 ――僕が一番痛感してゐることは、日本へもう一度、しかも最も早くかへつて来たい
といふことだ。 
 ――来てみて、自分がフランスで考へてゐた日本が如何
い か
に誤解であつたかが判然
は っ き
り解
つた。 
 ――僕は、日本に就
つ
いて、軽い考へを抱いてやつて来た。それが今、日本に就いて、
重い考へを抱いて去らうとしている。42) 
 
 世界一周の途上でコクトーが日本を訪問したのは、この詩人が再現しようとしたジュー
ル・ヴェルヌの小説『八十日間世界一周』の旅の中で、主人公がたまたま日本に立ち寄っ
ていたからという単純な理由によるものであった。しかしそうした「軽い」気持ちで訪れ
たはずの日本も、一週間に及ぶ滞在を通して様々な体験を重ねるうちに、詩人にとっては
次第に「重い」意味を持つようになっていたのである。 
 コクトーの語った「重い考え」とは何か、という記者の問いに対して通訳の堀口は「詩
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人の言葉です。説明すべきではないでせう」43)と答えたというが、しかし別の箇所で堀口
は、コクトーの日本観について次のような補足を行なっている。そしてこの言葉は、日本
に対するコクトーの見方について、私たちに最も端的に説明してくれるものと言ってよい
のではないだろうか。 
  
例へば、今度の滞京中にも、日本に対する感想を求められると、彼〔コクトー〕は、 
  ―日本は極めて、religieux な国だ。」 
 と答へてゐたが、これを聞いて、コクトオが「日本を宗教的な国だ」と観てゐるのだ
と大抵の人は思ふだらうが（そして思ふのも無理ないことだが）、しかし、それはコクト
オの真意ではないのであつて、彼が言はうとする意味は、「日本は、生真面目な、厳粛な
国だ」と言ひたいのである。それなら grave とか sérieux とかいふ言葉を使つたらいいや
うなものだが、さう言つたのでは、詩人コクトオにはあんまりはつきりして含みが足り
なくなるのであらう。彼は特に religieux といふ言葉を使ふのだ。44) 
 
 
注 
 
1)<< A Tokyo, où il est connu et traduit, il assiste à une longue séance au 
Kabuki-Za-Théâtre, il est interviewé à la radio, photographié. Il voit jouer le célèbre 
mime Kikugoro Onoye, notamment dans un rôle traditionnel de jeune fille ; il rencontre 
son traducteur et le peintre Foujita. >> 
(J.J.Kihm ; E.Sprigge ; H.C.Behar, Jean Cocteau, l'homme et les miroirs, Editions de la 
Table Ronde, 1968, p.235. ) 
 なお本文中に引用するコクトーその他のフランス語文の翻訳は、特に注記のない限り、本
稿筆者によるものである。 
2)<< je circule dans des pays qui ne s’inscrivent pas sur les cartes. >> 
(Jean Cocteau, Mon tour du monde en 80 jours, Paris-soir, le 1er août 1936. ) 
3)コクトーの来日は二・二六事件からまだ三か月が経たない時期のことであった。 
4)<< Le Japon se trouve encore sous la férule de la loi martiale et les jeunes chefs 
militaires essayent d'y introduire la dictature fasciste [ ... ] J'emporte du Japon une 
image très différente de celle que je m'étais formée avant d'y venir. [ ... ] Les fleurs des 
estampes plongent dans le sol des racines tortueuses et nocturnes. Ce peuple, condamné 
tous les soixante ans à la ruine de ses habitudes par les tremblements de terre et les 
cyclones, accepte de rebâtir sur la cendre. La mort est au bout de ses actes. Il s'incline 
avec patience devant ce dur destin et, d'avance, il offre en holocauste son foyer de bois 
précieux, de paille et de papier de riz. >> 
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(Cocteau, Mon tour du monde en 80 jours, Paris-soir, le 23 août 1936. ) 
5) 『東京日日新聞』昭和十一年五月二十一日付日刊、「ニッポンの印象」。なお原則として
本稿では、固有名詞をのぞき、原文において正字体が用いられている場合も新字体に改め
て引用を行なっている。 
6)<< Cette danse, si longue et sans longueurs, valait notre voyage. Je l’eusse entrepris 
pour la voir. >> 
(Cocteau, Mon tour du monde en 80 jours, Paris-soir, le 26 août 1936. ) 
7)『国立国会図書館所蔵 セルパン・新文化（復刻版）』第十五巻、アイ アール ディー
企画、平成十年、72 頁、「昭和十一年七月号「コクトオ日本訪問」特集」。 
8)『セルパン・新文化（復刻版）』、第十五巻、72 頁。 
9)『セルパン・新文化（復刻版）』、第十五巻、72－73 頁。 
10)<< Je voyage bien peu. J’ai vu Londres, Venise,  
  Bruxelles, Rome, Alger. 
  De musée en église 
S’épuisant mon désir d’encore voyager. 
[ ... ] 
Je n’étais pas heureux dans ces villes que j’aime ; 
  Mon cœur y souffrait nu. 
  À Paris, c’est de même. 
Je me sens mal partout, sauf en tes bras tenu. >> 
(Jean Cocteau, Œuvres poétiques complètes (Bibliothèque de la Pléiade), 
Gallimard, 1999, p.367.) 
11)『セルパン・新文化（復刻版）』、第十五巻、79 頁。 
12)『セルパン・新文化（復刻版）』、第十五巻、79 頁。 
13) ユキ・デスノス『ユキの回想』、美術公論社、昭和五十四年、75－76 頁参照。 
14)<< Le lendemain, après une matinée un peu lourde, Foujita, et Nico ( mon 
traducteur ) nous emmènent au Kokugikan ( Palais des Sports ) voir les épreuves de 
lutte japonaise qui se déroulent depuis l'aube. >> 
(Cocteau, Mon tour du monde en 80 jours, Paris-soir, le 26 août 1936. ) 
15)『東京日日新聞』、昭和十一年五月八日日刊、「コクトーを囲んで語る（終）」。 
16)西川正也『ジャン・コクトー、1936 年の日本を歩く』、中央公論新社、平成十六年、表
紙より。 
17)<< Ce soir, c'est Foujita qui nous guide. Nous traversons un parc obscur et nous 
débouchons en pleine avenue des cinémas, avenue pavoisée, chatoyante et violente. 
L‘activité productive dont elle témoigne me casse bras et jambes. [ ... ] 
Mais où le rêve se change en cauchemar, c’est lorsqu’on aborde un des cinq quartiers 
qui entassent leurs maisons closes à l’endroit des cinq anciennes portes de la ville. Des 
fossés entourent chacun de ces quartiers dont le plus célèbre se nomme Yoshiwara. >> 
(Cocteau, Mon tour du monde en 80 jours, Paris-soir, le 27 août 1936.) 
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18)<< J’ouvre le vernissage d’une exposition de kakemonos traditionnels et une 
exposition de jeunes peintres. 
 Les peintres de kakemonos portent le costume des ancêtres. Les jeunes peintres la 
casquette, les tweeds de Montparnasse. Beaucoup d’adresse, de force, de grâce, de 
vivacité, se dépensent d’un côté comme de l’autre. A la base de l’empire et à sa pointe. 
>> 
(Cocteau, Mon tour du monde en 80 jours, Paris-soir, le 27 août 1936. ) 
19)『堀口大學全集』第６巻、小澤書店、昭和 57年、290－291 頁、「コクトオの見た日本」。 
20) 熊本県立美術館ホームページより。 
http://www.museum.pref.kumamoto.jp/artifact/pub/detail.aspx?c_id=15&id=2142&pg=
1&bk=1&bunrui_ck=14 
21)『無限 ジャン・コクトー特集号』、政治公論社、昭和三十九年夏季号、198 頁、「座談
会 ジャン・コクトーの世界」。 
22)藤田嗣治「コクトオの南画院評」、『南画鑑賞』昭和十一年七月号、南画鑑賞会、3頁。 
23)藤田嗣治「コクトオの南画院評」、4頁。 
24)パリのジャン・ロスタン事務所の前で。 
http://www.picassomio.com/jean-cocteau/65036.html 
25)<< Lorsque je revenais du Tour du Monde, en 1936, j’étais accoudé sur le pont du 
navire avec Charlie Chaplin. Nous approchions du Golden Gate. Chaplin posa la main 
sur mon épaule et murmura près de mon oreille : «  Nous rentrons chez les sauvages. » 
Encore gorgé de spectacles nobles, nous revenions dans le monde occidental, où la 
politesse orientale et ses mille nuances demeurent lettre morte. 
Un jour d’hiver que le prince Gengi se rendait chez une des étranges dames dont il 
était amoureux, on arrêta sa litière pour balayer la neige. Le prince voulut dégager une 
branche de sapin couverte d’une masse de neige douce et lourde et légère. En se 
redressant, la branche fit sauter cette neige sur la manche de soie noire du prince et de 
sa manche elle glissa sur le sol. Et, nous dit la conteuse, Gengi « éprouva une grande 
solitude », car il n’avait personne à qui raconter une chose si belle. >> 
(Jean Cocteau, Tsuguharu Foujita, Le Dragon des Mers, Georges Guillot,1955, pp.9-10.) 
26)<< Cyclones, raz de marée, progrès, machines peuvent feindre de détruire les 
maisons de papier, les poissons qui flottent sur les toitures. Costumes et coutumes 
peuvent s’éteindre. Le moins sensible des touristes n’en constate pas moins que l’île est 
hantée par des puissances qui puisent justement leur force et leur héroïsme dans une 
faiblesse exquise et dans la plus extrême douceur. >> 
(Cocteau,Foujita, Le Dragon des Mers, p.11.) 
27)コクトーと藤田とが、それぞれの晩年に礼拝堂の壁画装飾に取り組んだことも、あるい
は互いに影響を及ぼし合ってのことだったかもしれない。 
28)https://fr.pinterest.com/pin/354728908129214508/ 
29)『決定版 三島由紀夫全集』第 27 巻、新潮社、平成十五年、46 頁、「ジャン・コクトオ
への手紙――「悲恋」について」。 
30)『決定版 三島由紀夫全集』第 32 巻、新潮社、平成十五年、596－597 頁、「コクトー
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の死」。 
31)『決定版 三島由紀夫全集』第 33 巻、新潮社、平成十五年、636－637 頁、「世界前衛
映画祭を見て――傑作・コクトオの『詩人の血』」。 
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